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昭

和
六十
二
年
度
国
文
学
科
活
動
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
正
人

　　　　能
楽
鑑
賞
と
難
波
宮
跡
見
学
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
剛
縫

　
日
　
時
　
昭
和
六
十
二
年
六
月
二
十
六
日
②
午
前
十
時
か
ら
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
富
　
康
　
之

　
　
　
　
　

二時
ま
で

　
場
　
所
　
大
槻
能
楽
堂
（
大
阪
市
東
区
上
町
二
番
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狂
言
「
萩
大
名
」
　
　
　
　
　
大
名
　
茂
　
山
　
千
五
郎

　
参
加
者　
短
期
大
学
一
、
二
年
生
全
員
四
〇
六
名
と
専
任
教
員
六
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
冠
者
松
　
本
　
　
　
薫

　
　
　
　
　
と
助
手
二
名
計
四
↓
四
名
（
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭
主
　
木
　
村
　
正
　
雄

　
　
　
　　
一
、
二
回
生
＝
八
名
　
教
員
三
名
　
助
手
一
名
も
合
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
見
　
茂
　
山
　
千
三
郎
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　見
学
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
　
　
　
↓

演　
目
　
解
　
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
　
嘉
　
夫
氏
　
　
　
以
上
の
要
領
で
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
芸
能
鑑
賞
を
実
施
し
た
。
大

　
　
　
　
能　
「
羽
衣
」
　
　
　
シ
テ
　
天
人
　
大
　
槻
文
　
蔵
　
　
槻
能
楽
堂
か
ら
武
蔵
野
女
子
大
学
の
増
田
正
三
氏
作
成
の
『
能
』
（
大
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
キ
白
龍
中
村
弥
三
郎
　
能
楽
堂
学
生
観
賞
能
）
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
事
前
に
配
布
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笛

　　
藤
田
　
六
郎
兵
衛
　
　
学
校
の
方
も
全
員
に
解
釈
つ
き
の
「
羽
衣
」
の
本
文
を
前
日
ま
で
に
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
鼓

　久
　
田
　
舜
一
郎
　
　
　
し
て
お
い
た
た
め
、
ま
こ
と
に
有
意
義
な
鑑
賞
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
鼓
守
家
紀
之
　

な
お
、
大
槻
能
楽
堂
の
す
ぐ
近
く
に
、
史
跡
「
難
波
宮
跡
」
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太

鼓　
三
　
島
　
元
太
郎
　
　
の
で
、
短
大
生
の
み
北
谷
幸
冊
先
生
の
解
説
・
指
導
の
も
と
、
実
地
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
見
　
水
　
田
　
　
　
博
　
　
学
に
立
ち
寄
り
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
担
任
・
助
手
の
先
生
方
と
記
念
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
〃
　
泉
　
　
　
雅
一
郎
　
　
真
を
撮
っ
て
解
散
し
た
。



文
学
遺
跡
め
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
私
立
短
期
大
学
協
会
国
語
国
文
研
修
会

　日
　
時
　
昭
和
六
十
二
年
十
月
十
六
日
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
六
十
二
年
度
大
阪
私
立
短
期
大
学
協
会
の
国
語
国
文
研
修
会
を

　
場　
所
（
コ
ー
ス
）
明
日
香
村
中
央
公
民
館
↓
亀
石
↓
橘
寺
↓
川
原
　
　
　
左
記
の
通
り
本
学
国
文
学
科
で
担
当
し
た
。

　
　
　
　
　
寺↓
石
舞
台
↓
岡
寺
↓
飛
鳥
板
蓋
宮
伝
承
地
↓
酒
舟
石
↓
　
　
　
日
　
時
　
昭
和
六
十
二
年
十
↓
月
十
二
日
㈱
午
前
九
時
～
午
後
七
時

　
　
　
　
　飛
鳥
寺
↓
入
鹿
の
首
塚
↓
甘
橿
丘
↓
甘
橿
丘
麓
広
場
　
　
　
　
　
場
　
所
　
龍
谷
大
学
天
宮
図
書
館
・
輸
違
屋
・
角
屋
・
西
本
願
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
龍
谷
大
学
教
授
宗
政
五
十
緒
氏

　
文

学
遺
跡
め
ぐ
り
は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
国
文
学
科
の
　
　
　
参
加
者
　
二
十
九
名

主
要
行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
昭
和
六
十
二
年
度
は
、
十
月
二
十
六
日

に
国
文
学
科
の
学
生
全
員
を
引
率
し
て
「
飛
鳥
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
」
　
　
　
龍
谷
大
学
図
書
館
で
は
、
国
文
学
関
係
古
典
籍
を
中
心
と
す
る
書
誌

と
し
て
行
っ
た
。
問
題
を
解
き
な
が
ら
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
コ
ー
ス
　
　
学
及
び
出
版
文
化
史
の
研
修
を
し
た
。
京
都
島
原
の
輸
違
屋
と
角
屋
で
　
　
　
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
決
め
ら
れ
た
時
間
で
廻
る
と
い
う
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
。
明
日
香
　
　
　
は
、
近
世
文
学
の
舞
台
と
も
な
っ
た
遊
廓
を
見
学
し
た
。
西
本
願
寺
で
　
　
　
一

村中
央
公
民
館
に
於
い
て
「
萬
葉
集
と
飛
鳥
」
の
講
話
、
実
施
要
領
説
　
　
　
は
、
白
書
院
や
国
宝
の
北
能
舞
台
な
ど
を
見
学
し
た
。

明
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
萬
葉
の
飛
鳥
・
古
代
史
の
飛
鳥
の
・
，
字
習
に

出
発
し
た
。
日
ご
ろ
自
然
に
接
す
る
機
会
の
少
な
い
学
生
た
ち
は
新
鮮

な
空
気
の
な
か
で
の
び
の
び
と
行
動
し
、
地
元
の
人
た
ち
と
の
触
れ
あ

い
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
当
日
は
台
風
の
予
報
が
出
て
い
た
日
で
あ
っ
た

が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
終
了
直
後
ま
で
風
雨
の
来
襲
に
待
っ
た
を

か
け
た
の
は
学
生
た
ち
の
熱
心
さ
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
解
答
を

考
え
な
が
ら
、
地
図
を
た
よ
り
に
萬
葉
の
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
た
学
生
諸

君
に
と
っ
て
、
有
意
義
な
印
象
深
い
一
日
と
な
っ
た
。


